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２I㸯㸴 

ᮾアジアᆅ域における R&Dネットワークの現状とᑗ来性 

 

 
 （安田ⱥ土㸦Ụᡞ川大学ۑ

 

 

 
㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 日中㡑と ASEANをໟᣓしたᮾアジアඹ同యの構をᕠって、多様な㆟論がᏑᅾしている。そもそもᮾ

アジアの定⩏すら確定しないまま、FTA/FPA をはじめとする様々なᆅ域(⤒῭)⤫合構がᥦၐされてき

た。こうしたᆅ域(⤒῭)⤫合構の⫼景には、EUᆺの⤒῭・ᨻ⤫合を目指すไᗘ化されたᆅ域ඹ同య

の構築を理とした、ᮾアジアᆅ域⤫合のᛮがᏑᅾすると考えられる。 

 ᮾアジアᆅ域に EU ᆺのᆅ域ඹ同యを構築するためには、相ᙜᅔ㞴な課題をゎỴするᚲ要があり、現

時Ⅼでᐇ現の可ྰを論じることに価್は見出しにくい。だが、ᮾアジアඹ同యの一構ᡂ要⣲となり得る

域内 FTA/EPAあるいは域内の学⾡・㜵⅏・環境༠ຊネットワークの構築は、一部ᐇ現あるいは、㆟論の

過⛬にධるなど現ᐇ感を持ࡕつつある。このような域内༠ຊネットワークの構築は、ᨻ的/ไᗘ的⤫

合とẚ㍑してᮾアジアᆅ域でもẚ㍑的ᐇ現可能なᆅ域༠ຊయไとゝえるだろう。 

 ᮾアジアᆅ域における科学ᢏ⾡㸭⏘業ᢏ⾡の༠ຊయไの構築は、ᮾアジアᆅ域発展のために重要な役

を担うと考えられる、本✏では、科学ᢏ⾡㸭⏘業ᢏ⾡に関するᮾアジアᆅ域ඹ同 R&Dネットワークの

現状とᑗ来性に関する᳨ウをヨࡳたい。 

 

２㸬ᮾࢪᇦෆ◊✲ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ 

 ᮾアジアᆅ域における科学・⏘業ᢏ⾡㠃での結ࡧき・研究༠ຊの可能性については、安田(2006)、

(2007)で᳨ウを行った。この時は、日本を中心として、ASEAN ㅖᅜならࡧに中㡑とのᢏ⾡ேᮦ交流、ᢏ

⾡㈠᫆㢠、ྛᅜに⨨かれた日系業の研究ᣐⅬᩘを基にして、日本とᮾアジアㅖᅜとのᢏ⾡的な結ࡧつ

きを明らかにした。さらに、ྛᅜの研究ேᮦᩘ、科学ᢏ⾡研究費ᨭ出㢠、特チ件ᩘ等を指ᶆとして、ྛ

ᅜのᢏ⾡Ỉ‽等のᩚ理を行った。そのうえで、ᮾアジアᆅ域におけるᢏ⾡༠ຊのᅾり方として、Ỉᖹ的

結ࡧつきとᆶ┤的結ࡧつきを⤌ࡳ合ࢃせたᴫ念ࣔデルのᥦ♧㸦ᅗ㸯参↷）を行った。 

 現時Ⅼでは、日本と㡑ᅜ・中ᅜとのᢏ⾡Ỉ‽は、さらに⦰まっていることがணされる。日中㡑の༠

ຊが、ᮾアジアᆅ域のᢏ⾡Ỉ‽ᗏ上ࡆやᮾアジアᆅ域発のイノ࣋ーࣙࢩンᐇ現の㘽となるであろう。こ

の意において、日中㡑の研究・ᢏ⾡的な結ࡧつきは㠀ᖖに重要である。かかる認識から、日中㡑の R&D

連ᦠという㠃をලయ的なデータで᳨ドしてࡳたいとᛮう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸯 ࢪᇦෆඹྠ◊✲㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᒎ㛤ᴫᛕᅗ(Ᏻ⏣  (p.67ࠊ2006
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３㸬᪥୰㡑ࡢ㹐㸤㹂㐃ᦠࡢᢕᥱ㹼᪥୰㡑ࡿࡼ⡿ᅜ≉チⓏ㘓≧ἣࡢㄪᰝ 

 R&D において日本と中ᅜ、㡑ᅜがどれど結ࡧつきあっているのだろうか。このᐇ態の一➃を明らか

にすく、⡿ᅜ特チデータ࣋ースを用して、日中㡑から出㢪された特チの分析を行った。 

(1)᪉ἲ 

 USPTO のデータ࣋ースを用して、出㢪ேᅜが日本、㡑ᅜ、中ᅜである特チについて、1991年から 2011

年までのⓏ㘓特チの᳨⣴を行った。これらの特チについて出㢪ேのᅜ⡠の⤌ࡳ合ࢃせを調査した㸦⤌ࡳ

合ࢃせは、日本－中ᅜ、日本－㡑ᅜ、中ᅜ－㡑ᅜ、日本－中ᅜ－㡑ᅜ）。また、出㢪ேᅜと発明ேᅜが

異なるケース㸦たとえࡤ、出㢪ேᅜ－日本㸭発明ேᅜ－中ᅜというケース）についても調査を行った。

さらに、日中㡑のᢏ⾡相౫Ꮡᗘを見るために、୕カᅜからの⡿ᅜⓏ㘓特チがྛᅜ特チをᘬ用している

合を⟬出した。 

(2)ㄪᰝ⤖ᯝᴫせ 

 1991 年に出㢪ேᅜが日本である⡿ᅜ特チのⓏ㘓件ᩘは 21809 件、同様に、㡑ᅜは 374 件、中ᅜは 28

件であった。他方、2011 年の特チⓏ㘓件ᩘは、日本 46139 件、㡑ᅜ 12262 件、中ᅜ 3174 件となってお

り、1991 年のᩘ್とẚ㍑して、日本は⣙ 2.12ಸ、㡑ᅜは⣙ 32.79ಸ、中ᅜは⣙ 113.36ಸの件ᩘに㐩し

ている。㡑ᅜのⓏ㘓件ᩘは 2010 年に 1件を㉸え、中ᅜのⓏ㘓件ᩘも 2008年に 1༓件を㉸え、2010年

には 2༓件を㉸えた。㡑ᅜ、中ᅜ୧ᅜからの出㢪が、大きくఙࡧている様子が❚える。 

(3)ฟ㢪ேᅜⓎ᫂ேᅜࢫ࣮ࢣࡿ࡞␗ࡀ 

 まず、出㢪ேᅜと発明ேᅜが異なる特チのケースを見る。出㢪ேᅜと発明ேᅜが異なる特チは、たと

えࡤ、日本業の中ᅜあるいは㡑ᅜの研究ᡤで㛤発されたᢏ⾡が、日本本社から⡿ᅜ特チとして出㢪さ

れたケースがヱᙜする。他にも、日本業や日本ᅜ内の⤌⧊が中ᅜや㡑ᅜの大学・研究機関にጤク研究

を行った結果を、⡿ᅜ特チに出㢪したケースなどがヱᙜしてくる。件ᩘは᳨⣴ᮇ間合計್で見ていく。 

発明ேᅜが出㢪ேᅜと同一㸩発明ேᅜその他一ᅜ㸦たとえࡤ、出㢪ேᅜ㸸日本、発明ேᅜ㸸日本－中

ᅜ））の場合、出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ、発明ேᅜ㸸㡑ᅜ－日本で⤌ࡳ合ࢃせられる特チが最も多く、357件とな

っている。また、出㢪ேᅜが発明ேᅜにྵまれないケースでは、出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ、発明ேᅜ㸸日本㸦㡑

ᅜなし）で⤌ࡳ合ࢃせられる特チが、438 件と最も多くなっていた。これらにヱᙜする特チの多くは、

スン㟁子は日本法ேを持つとともに、ᶓや大㜰に研究ᡤを᭷࣒ࢧ。の特チであるࡳスン㟁子がら࣒ࢧ

している。࣒ࢧスン㟁子にとって、日本がᢏ⾡౪給ඖになっている可能性を♧၀する結果ともゝえる。 

一方、出㢪ேᅜが中ᅜのケースを見ても、発明ேᅜが㡑ᅜより日本である特チが多くなっている。中

ᅜの⤌⧊にとって、㡑ᅜより日本の方がᢏ⾡౪給ඖとして᭷であることを♧す結果とゝえるだろう。 

 日本が出㢪ேᅜであるケースでは、発明ேᅜが日本－中ᅜである場合の方が、日本－㡑ᅜの場合より

も件ᩘが多くなっている。これは、日本業の中ᅜᅜ内 R&DᣐⅬタ⨨増ຍが⫼景にあるものと考えられ

る。また、出㢪ேᅜ㸸日本、発明ேᅜ㸸㡑ᅜ㸦日本なし）の⤌ࡳ合ࢃせで特チ件ᩘがẚ㍑的多くなって

いるが、これは㡑ᅜ系業の日本法ேによる出㢪が影響していると考えられる。 

 

⾲㸯 ฟ㢪ேᅜⓎ᫂ேᅜࢫ࣮ࢣࡿ࡞␗ࡀ 

出㢪ேᅜ㸸日本 

発明ேᅜ 日本－中ᅜ 日本－㡑ᅜ 中ᅜ－㡑ᅜ 中ᅜ㸦日本なし） 㡑ᅜ㸦日本なし） 

1991-2011合計 267 211 1 143 258 
出㢪ேᅜ㸸中ᅜ 

発明ேᅜ 中ᅜ－日本 中ᅜ－㡑ᅜ 日本－㡑ᅜ 日本㸦中ᅜなし） 㡑ᅜ㸦中ᅜなし） 

1991-2011合計 72 16 1 46 31
出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ 

発明ேᅜ 㡑ᅜ－日本 㡑ᅜ－中ᅜ 日本－中ᅜ 日本㸦㡑ᅜなし） 中ᅜ㸦㡑ᅜなし） 

1991-2011合計 357 76 1 438 24
 

(4)ฟ㢪ேᅜ࡛ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢศ㢮ࡓࡋሙྜ 

 続いて、特チの出㢪ேᅜを༢⊂でなく、日中㡑の⤌ࡳ合ࢃせで分㢮した場合について㏙てࡳたい。

出㢪ேᅜの⤌ࡳ合ࢃせパターンは、日本－中ᅜ、日本－㡑ᅜ、中ᅜ－㡑ᅜ、日本－中ᅜ－㡑ᅜの 4種㢮

が考えられる。それぞれのパターンで、1991-2011年の⡿ᅜⓏ㘓特チの分㢮を行った結果を⾲ 2に♧す。 

 㡑ᅜが出㢪ேᅜとなる⤌ࡳ合ࢃせパターンでⓏ㘓された特チの多くは、㡑ᅜ系業の現ᆅ法ேや研究

㛤発法ேが出㢪ேとなっているケースが多い。これは、日本－㡑ᅜ、㡑ᅜ－中ᅜどࡕらの⤌ࡳ合ࢃせで
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３㸬᪥୰㡑ࡢ㹐㸤㹂㐃ᦠࡢᢕᥱ㹼᪥୰㡑ࡿࡼ⡿ᅜ≉チⓏ㘓≧ἣࡢㄪᰝ 

 R&D において日本と中ᅜ、㡑ᅜがどれど結ࡧつきあっているのだろうか。このᐇ態の一➃を明らか

にすく、⡿ᅜ特チデータ࣋ースを用して、日中㡑から出㢪された特チの分析を行った。 

(1)᪉ἲ 

 USPTOのデータ࣋ースを用して、出㢪ேᅜが日本、㡑ᅜ、中ᅜである特チについて、1991年から 2011

年までのⓏ㘓特チの᳨⣴を行った。これらの特チについて出㢪ேのᅜ⡠の⤌ࡳ合ࢃせを調査した㸦⤌ࡳ

合ࢃせは、日本－中ᅜ、日本－㡑ᅜ、中ᅜ－㡑ᅜ、日本－中ᅜ－㡑ᅜ）。また、出㢪ேᅜと発明ேᅜが

異なるケース㸦たとえࡤ、出㢪ேᅜ－日本㸭発明ேᅜ－中ᅜというケース）についても調査を行った。

さらに、日中㡑のᢏ⾡相౫Ꮡᗘを見るために、୕カᅜからの⡿ᅜⓏ㘓特チがྛᅜ特チをᘬ用している

合を⟬出した。 

(2)ㄪᰝ⤖ᯝᴫせ 

 1991 年に出㢪ேᅜが日本である⡿ᅜ特チのⓏ㘓件ᩘは 21809 件、同様に、㡑ᅜは 374 件、中ᅜは 28

件であった。他方、2011 年の特チⓏ㘓件ᩘは、日本 46139 件、㡑ᅜ 12262 件、中ᅜ 3174 件となってお

り、1991年のᩘ್とẚ㍑して、日本は⣙ 2.12ಸ、㡑ᅜは⣙ 32.79ಸ、中ᅜは⣙ 113.36ಸの件ᩘに㐩し

ている。㡑ᅜのⓏ㘓件ᩘは 2010年に 1件を㉸え、中ᅜのⓏ㘓件ᩘも 2008年に 1༓件を㉸え、2010年

には 2༓件を㉸えた。㡑ᅜ、中ᅜ୧ᅜからの出㢪が、大きくఙࡧている様子が❚える。 

(3)ฟ㢪ேᅜⓎ᫂ேᅜࢫ࣮ࢣࡿ࡞␗ࡀ 

 まず、出㢪ேᅜと発明ேᅜが異なる特チのケースを見る。出㢪ேᅜと発明ேᅜが異なる特チは、たと

えࡤ、日本業の中ᅜあるいは㡑ᅜの研究ᡤで㛤発されたᢏ⾡が、日本本社から⡿ᅜ特チとして出㢪さ

れたケースがヱᙜする。他にも、日本業や日本ᅜ内の⤌⧊が中ᅜや㡑ᅜの大学・研究機関にጤク研究

を行った結果を、⡿ᅜ特チに出㢪したケースなどがヱᙜしてくる。件ᩘは᳨⣴ᮇ間合計್で見ていく。 

発明ேᅜが出㢪ேᅜと同一㸩発明ேᅜその他一ᅜ㸦たとえࡤ、出㢪ேᅜ㸸日本、発明ேᅜ㸸日本－中

ᅜ））の場合、出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ、発明ேᅜ㸸㡑ᅜ－日本で⤌ࡳ合ࢃせられる特チが最も多く、357件とな

っている。また、出㢪ேᅜが発明ேᅜにྵまれないケースでは、出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ、発明ேᅜ㸸日本㸦㡑

ᅜなし）で⤌ࡳ合ࢃせられる特チが、438 件と最も多くなっていた。これらにヱᙜする特チの多くは、

スン㟁子は日本法ேを持つとともに、ᶓや大㜰に研究ᡤを᭷࣒ࢧ。の特チであるࡳスン㟁子がら࣒ࢧ

している。࣒ࢧスン㟁子にとって、日本がᢏ⾡౪給ඖになっている可能性を♧၀する結果ともゝえる。 

一方、出㢪ேᅜが中ᅜのケースを見ても、発明ேᅜが㡑ᅜより日本である特チが多くなっている。中

ᅜの⤌⧊にとって、㡑ᅜより日本の方がᢏ⾡౪給ඖとして᭷であることを♧す結果とゝえるだろう。 

 日本が出㢪ேᅜであるケースでは、発明ேᅜが日本－中ᅜである場合の方が、日本－㡑ᅜの場合より

も件ᩘが多くなっている。これは、日本業の中ᅜᅜ内 R&DᣐⅬタ⨨増ຍが⫼景にあるものと考えられ

る。また、出㢪ேᅜ㸸日本、発明ேᅜ㸸㡑ᅜ㸦日本なし）の⤌ࡳ合ࢃせで特チ件ᩘがẚ㍑的多くなって

いるが、これは㡑ᅜ系業の日本法ேによる出㢪が影響していると考えられる。 

 

⾲㸯 ฟ㢪ேᅜⓎ᫂ேᅜࢫ࣮ࢣࡿ࡞␗ࡀ 

出㢪ேᅜ㸸日本 

発明ேᅜ 日本－中ᅜ 日本－㡑ᅜ 中ᅜ－㡑ᅜ 中ᅜ㸦日本なし） 㡑ᅜ㸦日本なし） 

1991-2011合計 267 211 1 143 258 
出㢪ேᅜ㸸中ᅜ 

発明ேᅜ 中ᅜ－日本 中ᅜ－㡑ᅜ 日本－㡑ᅜ 日本㸦中ᅜなし） 㡑ᅜ㸦中ᅜなし） 

1991-2011合計 72 16 1 46 31 
出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ 

発明ேᅜ 㡑ᅜ－日本 㡑ᅜ－中ᅜ 日本－中ᅜ 日本㸦㡑ᅜなし） 中ᅜ㸦㡑ᅜなし） 

1991-2011合計 357 76 1 438 24 
 

(4)ฟ㢪ேᅜ࡛ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢศ㢮ࡓࡋሙྜ 

 続いて、特チの出㢪ேᅜを༢⊂でなく、日中㡑の⤌ࡳ合ࢃせで分㢮した場合について㏙てࡳたい。

出㢪ேᅜの⤌ࡳ合ࢃせパターンは、日本－中ᅜ、日本－㡑ᅜ、中ᅜ－㡑ᅜ、日本－中ᅜ－㡑ᅜの 4種㢮

が考えられる。それぞれのパターンで、1991-2011年の⡿ᅜⓏ㘓特チの分㢮を行った結果を⾲ 2に♧す。 

 㡑ᅜが出㢪ேᅜとなる⤌ࡳ合ࢃせパターンでⓏ㘓された特チの多くは、㡑ᅜ系業の現ᆅ法ேや研究

㛤発法ேが出㢪ேとなっているケースが多い。これは、日本－㡑ᅜ、㡑ᅜ－中ᅜどࡕらの⤌ࡳ合ࢃせで

もゝえることである。たとえࡤ、出㢪ேᅜ㸸日本－㡑ᅜの⤌ࡳ合ࢃせで 2011年Ⓩ㘓特チは 22件Ꮡᅾす

る。この 22 件のうࡕ、㡑ᅜ業㡑ᅜ本社－㡑ᅜ業日本現ᆅ法ேの⤌ࡳ合ࢃせは 7 件㸦すて現代自

動㌴本社－現代自動㌴日本 R&Dセンターの⤌ࡳ合ࢃせである）、㡑ᅜ業－日本業のඹ同出㢪が 13件、

㡑ᅜ業－日本ᅜ内大学と㡑ᅜᅜ内大学－日本業の⤌ࡳ合ࢃせがそれぞれ 1件であった。 

 業同ኈのඹ同出㢪の件ᩘが最も多いということから、日本業と㡑ᅜ業のඹ同研究のᐇ⦼が᪤に

あることになる。ᑗ来的にはᶆ‽ᢏ⾡のඹ同㛤発・ᥦといった༠ຊ関ಀもᮇᚅできる。 

 なお、୕カᅜの出㢪ேでⓏ㘓された特チはᏑᅾしなかった。 

 

 ࢫ࣮ࢣࡿ࠶ࡀฟ㢪ேᅜࡢᩘ「 ２⾲

出㢪ேᅜ 日本－㡑ᅜ 日本－中ᅜ 中ᅜ－㡑ᅜ 日本－中ᅜ－㡑ᅜ 

1991-2011合計 115 92 26 0 
 

(5)᪥୰㡑ࡢᢏ⾡౫Ꮡᗘ᳨ࡢウ 

 最ᚋに日中㡑それぞれのⓏ㘓特チで、୕カᅜの特チがどの⛬ᗘᘬ用されているのか、というⅬの᳨ド

を行ってࡳたい。出㢪ேが日本、中ᅜ、㡑ᅜである 1991-2011年にⓏ㘓された特チについて、それぞれ

ᘬ用特チとして日本、㡑ᅜ、中ᅜの特チをᘬ用している⡿ᅜⓏ㘓特チの᳨⣴を行った。 

 ᳨⣴結果の合計್は⾲ 3のような結果になった。日本から出㢪されている⡿ᅜ特チは、中ᅜや㡑ᅜの

特チをとࢇどᘬ用していないとゝってよい。この 20年間にⓏ㘓された⡿ᅜ特チのうࡕ、合にして、

ずかࢃ 1%⛬ᗘの特チが中ᅜ・㡑ᅜの特チをᘬ用しているに過ぎない。したがって、日本の R&D活動にお

ける㡑ᅜ・中ᅜのᢏ⾡の౫Ꮡᗘはᴟめて低い、ということになる。 

 一方、中ᅜ・㡑ᅜから出㢪された特チのྛᅜ特チのᘬ用状ἣは、日本のケースと全く異なっている。

この 20 年間に中ᅜ・㡑ᅜから出㢪された特チの日本特チᘬ用合は高い。中ᅜから出㢪された特チの

う1、ࡕ ௨上の特チが日本特チのᘬ用を行っている。㡑ᅜから出㢪された特チに⮳っては、およそ 4

の特チが日本特チのᘬ用を行っていた。一方、中ᅜ出㢪特チの㡑ᅜ特チ・日㡑特チ同時ᘬ用合は、

日本のケース୪ࡳに低いものの、㡑ᅜ出㢪特チの中ᅜ特チᘬ用合は 5%⛬ᗘ、日中特チ同時ᘬ用合は

4%⛬ᗘと、日本・中ᅜとẚ㍑すると高い್となっている。いずれにしても、㡑ᅜ、中ᅜにとって日本が

ᢏ⾡౪給ඖとして重要な⨨にあることを確認できる。 

 

⾲３ ྛᅜ≉チࢆᘬ⏝ྛࡿ࠸࡚ࡋᅜ⡿ᅜⓏ㘓≉チ௳ᩘ 

出㢪ேᅜ㸸日本 

ᘬ用特チのᅜ 中ᅜ 㡑ᅜ 中ᅜ・㡑ᅜ୧方 

1991-2011合計 10863 7802 1214 
1991-2011Ⓩ㘓合計ẚ 0.0166 0.0119 0.0019 

出㢪ேᅜ㸸中ᅜ 

ᘬ用特チのᅜ 日本 㡑ᅜ 日本・㡑ᅜ୧方 

1991-2011合計 1577 219 93 
1991-2011Ⓩ㘓合計ẚ 0.1291 0.0179 0.0076 

出㢪ேᅜ㸸㡑ᅜ 

ᘬ用特チのᅜ 日本 中ᅜ 日本・中ᅜ୧方 

1991-2011合計 35754 5250 3839 
1991-2011Ⓩ㘓合計ẚ 0.3987 0.0585 0.0428 
 

 さらに、日本、中ᅜ、㡑ᅜから出㢪された特チに関するྛᅜ特チ౫Ꮡᗘの᥎⛣を眺めてࡳた。結果は

ᅗ 2、ᅗ 3、ᅗ 4に♧すとおりである。 

 スケールの相㐪にὀ意するᚲ要はあるものの、いずれのᅜにおいても、ྛᅜ特チのᘬ用が増ຍするഴ

向を見てྲྀれる。日本から出㢪された特チは、2000年代๓༙まで、中ᅜと㡑ᅜの特チをᘬ用するがᴟ

めて㝈られていた。だが、2005年㡭からᛴ⃭に増ຍするഴ向をㄞྲྀࡳれる。このことは、中ᅜや㡑ᅜの

特チに重要特チが増ຍしていることを意するものと考えられる。つまり、୧ᅜのᢏ⾡Ỉ‽の向上や、

日本業にとって↓どしえないᢏ⾡が、中ᅜ・㡑ᅜ୧ᅜで出されつつあることを♧၀するとゝえる。 

 中ᅜ出㢪特チの日㡑特チᘬ用動向をࡳると、2000 年代ᚋ༙から増ຍഴ向にある。2000 年代にධるま

で中ᅜから出㢪された⡿ᅜⓏ㘓特チの件ᩘは、100 件௨ୗで᥎⛣しており、ᘬ用合のᩘ್は高めにな
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るഴ向がある。Ⓩ㘓件ᩘが 1000 件を㉸えたのは 2008年であり、このあたりから本᱁的な特チ出㢪活動

が始まったと見てよいであろう。中ᅜ出㢪特チの日㡑特チのᘬ用合は増大ഴ向にあり、㡑ᅜのから

考えると、このഴ向はᬻく続くものとᛮࢃれる。 

 他方、㡑ᅜ出㢪特チの日中特チᘬ用合は高い状ἣが続いている。特に、日本特チをᘬ用している㡑

ᅜ出㢪⡿ᅜⓏ㘓特チはᴟめて多い。ᘬ用合のࣆークは 2010 年で⣙ 52.74%、ᘬ用件ᩘでは 2011 年の

6318 件が最も多くなっている。2008 年から 2011 年までᘬ用合は 50%を㉸過しており、日本のᢏ⾡に

大きく౫Ꮡしている様子が❚える。࣒ࢧスン㟁子、LG 㟁子、現代自動㌴など㡑ᅜの大手業の多くが、

日本に研究ᡤ、R&D センターをタ⨨していることも影響している可能性がある。中ᅜ特チのᘬ用合も

増ຍするഴ向がࡳられ、㡑ᅜ業による R&D活動のᅜ㝿的ᣑ大を♧す結果とゝえるだろう。 
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㸲㸬ᮾࡢࢪ R&Dࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㹼┦౫Ꮡࡢ῝ࡶ 

 ᅇ、⡿ᅜⓏ㘓特チの分析を行うことによって、日中㡑୕カᅜの科学ᢏ⾡㸭⏘業ᢏ⾡の R&D活動に関

する結ࡧつきの一➃を明らかにした。だが、本✏のヨࡳは、ᚋ、ྲྀり⤌ࡴき課題の➨一Ṍに過ぎな

い。ᅇは、日中㡑୕カᅜの⡿ᅜ特チⓏ㘓動向に基づいて、R&D 活動㠃における結ࡧつきのᴫ観を行っ

た。ᚋ、᭦なる調査を行い、」ᩘのデータ・ࢯースに基づく分析を㐍めるᚲ要性がある。 

 ᅇの動向調査からは、日中㡑のᢏ⾡的な౫Ꮡが少なくとも過ཤᩘ年間にரって、増大していること

が確認できた。また、日本の中㡑ᢏ⾡౫Ꮡᗘは低いものの、中㡑、特に㡑ᅜの日本に対するᢏ⾡౫Ꮡᗘ

はᴟめて高い、とゝえる結果が得られた。ᚋ、ᢏ⾡資源౪給ඖとしての౫Ꮡᗘを相に高めるだけで

なく、ඹ同 R&D活動などを通じて、ᮾアジアᆅ域発のイノ࣋ーࣙࢩン出に結ࡧく༠ຊయไの構築に

向けたྲྀり⤌ࡳがồめられる。 
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